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学校名 

 

福岡市立特別支援学校「清水高等学園」 

 

 

報告者 

 

教頭  阿部 一行」 

（連絡先 TEL：092-408-9001） 

寄贈品 エプソン プロジェクター（EB-Ｌ2105Ｗ 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

〇 「学校見学会」・「学校説明会」での活用 

  ５月に行われた「学校説明会」、６月に４日間（計８回）行われた中学３

年生対象の「学校見学会」、また、１０月から１１月に６日間（計１２回）

行われた中学１・２年生対象の「学校見学会」において、体育館の中で、

寄贈いただいたプロジェクターを用いてプレゼンテーションを実施する

ことで、大画面かつ高輝度で、体育館の後ろの列にいる方たちにも見や

すく、学校説明を行うことができた。（主な使用者：教頭、教務主任） 

 

〇 「清水高等学園発表会」での活用 

  １月に「清水高等学園発表会」を行った。ステージ発表の中で、背面に

プロジェクターで映像を投影して発表を行う学年があった。通常のプロ

ジェクターでは、短焦点でないため、ステージ背面に大画面を投影する

ことは困難であるが、寄贈いただいたプロジェクターは短焦点で、ステ

ージを使って発表を行いながら、幕の手前から映像を照射することがで

き、魅力的な発表を行うことができた。（主な使用者：発表学年職員） 

申請当初の 

目的達成状況 
申請当初の目的を大いに達成できた。 

教育的効果につい

て所見等 

本校について、中学生や保護者に、より見やすい明るさのプレゼンテーシ

ョンで伝えることができたこと、また、映像を駆使したステージ発表をする

ことができたことを踏まえると、寄贈いただいたプロジェクターの教育的効

果は大きい。 



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

〇 「清水高等学園発表会」での活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

 「学校説明会」「学校見学会」は、今後も毎年行われるので、継続して活用していく。課題については、

当面はない。 

 スクリーンの手

前から（しかも斜

めから）大画面で

照射することがで

き、ステージ全体

を、演技に使用す

ることができた。 

 移動スクリーンをステージ前方に寄せても、フロアーの方から照射

しなくても、ステージ上のスクリーンの手前から照射できるので、見

る方も近く、さらに明るいので、見やすい。 



 


